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研究成果の概要（和文）：ＬＨＣにおける２０１２年のヒッグス粒子の発見により、素粒子の標準模型の、最後に欠け
ていた場所が埋まった。一方で、新物理の兆候はまったくあらわれていない。発見されたヒッグス粒子の質量は、標準
模型のヒッグス・ポテンシャルが非常に高いスケールにおいて平らになっていること（臨界性）を強く示唆している。
このような背景のもとで、非常に高いスケールまで標準模型が変更をうけず、臨界性の下でヒッグス場が宇宙のインフ
レーションを引き起こす、というシナリオを提唱し、その現象論を追求した。超弦理論においてヒッグス場が大きな値
を持つ極限が、余剰次元が開き宇宙の次元が５次元以上となる極限となっていることを示した。

研究成果の概要（英文）：The discovery of the Higgs particle at the LHC in 2012 filled the last gap of the 
Standard Model of the elementary particle physics. On the other hand, no symptom of the new physics has 
been seen. The discovered Higgs mass strongly suggests the criticality of the Higgs potential in the 
Standard Model, that is, the Higgs potential in the Standard Model becomes flat at very high scales. 
Given this situation, I have proposed a scenario where the Higgs potential in the Standard Model in the 
criticality is not altered up to very high scales and the Higgs field causes the cosmological inflation, 
and have studied its phenomenology. I have shown that the large Higgs field limit in the superstring 
theory opens up an extra dimension.

研究分野： 素粒子論
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１．研究開始当初の背景 
２０１１年の研究開始当初、LHC において新
物理が見つかるのかどうか、ヒッグス粒子が
いつ発見されるのか、その質量がいくつにな
るのか、が素粒子物理学の将来を占う重要な
試金石であった。 
 
２．研究の目的 
LHC における新物理の発見の有無、ヒッグス
粒子の発見の有無、その質量、などに応じて、
素粒子物理学の新しい方向性を探っていく。 
 
３．研究の方法 
理論研究なので、議論や手計算、計算機を用
いた計算などが主となる。 
 
４．研究成果 
非常に高いスケールまで標準模型が変更を
受けず、臨界性のもとでヒッグス場が宇宙の
インフレーションを引き起こす、というシナ
リオを提唱し、その現象論を追求した。超弦
理論においてヒッグス場が大きな値を持つ
極限が、余剰次元が開き宇宙の次元が５次元
以上となる極限となっていることを示した。 
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